
☑

☐

☐

☐

☑

☐

☑

☐

☑

＜パートナーシップ＞

☑

☐

☐

☐

☑

☐

☑

☐

☑

事業者名 ブレッシングフェバー株式会社

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

"感謝のこころ”を原点とし、誠意と愛情を持ってものづくりに精進し、お客様に喜んでいただける商品の
提供を通じて持続可能な社会づくりに貢献します。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の
分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値お
よび更新時（3年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要がありま
す。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的
な取組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してくださ
い。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境
・環境に配慮した資材（段ボール）の調達により環境負荷の
低減に寄与する。

ＦＳＣ認証製品使用率
2023年度0％
→2026年度100％

社会

経済

環境
・惣菜管理士資格取得の推奨により、自社製品の品質向上
を図る。

惣菜管理士資格取得
2023年度3名
→2026年度4名

社会

経済

環境 ・自社で発生した食品廃棄物の再利用比率を増加させるこ
とにより、食品ロスの削減と原材料の効率的な利用の両立
を図る。

食品廃棄物の再利用比率
2023年度50％
→2026年度80％

社会

経済

自然の恵みに感謝し、自然の恵みを生かし、自然のおいしさにこだわることで地域に根ざした企業として
熊本に貢献できるよう、地域社会、協力企業、行政、金融機関などと連携して持続可能な社会づくりに貢
献いたします。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

達成率０％

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

・環境に配慮した資材（段ボール）の調達により環境負荷の
低減に寄与する。

2023年度迄にＦＳＣ認証製品
使用率100％を目指す

環境に配慮した段ボールの調達ルートの確認は取れてい
るが価格が見合わないため保留になっている。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

2023年度迄に３名合格

前期の指標に対する実績

・惣菜管理士資格取得の推奨により、自社製品の品質向上
を図る。

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

指標である惣菜管理資格３名合格を達成することができ
た

三側面
（分野に☑）

食塩を再利用することで指標の７０％には届かなかったが
近づけることができた

202０年度１０％
→2023年度5０％

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

３名合格、達成率100％

・自社で発生した食品廃棄物の再利用比率を増加させるこ
とにより、食品ロスの削減と原材料の効率的な利用の両立
を図る。

202０年度１０％
→2023年度７０％

経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）


